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 はじめに 

 

唐津湾奥の海岸は、図 1に示すように、西ノ浜海岸から東ノ浜海岸を経由し浜崎

漁港海岸に至る全長約 7.7km からなる特別名勝虹ノ松原を有する白砂青松の海岸

で、県内有数の景勝地であるとともに、漁業やマリンスポーツ等様々な活動に利用

されている重要な空間である。 

当海岸の西ノ浜海岸や浜崎漁港海岸では、昭和初頭から海岸侵食が問題となって

おり、西ノ浜海岸では、侵食対策として平成 12 年度までに離岸堤や養浜（約 25 万

ｍ3）による海岸環境整備事業が進められ、今では海水浴や花火大会といった砂浜を

利用した賑わいを見せている。 

一方、浜崎漁港海岸では、海岸保全対策として 19 基からなる突堤群（後に 13 基

撤去）や離岸堤が整備された結果、一時は安定したかに見えた砂浜であったが、平

成 6年頃から海岸侵食が再び顕著となったため、海岸防護の観点から浜崎漁港海岸

端部に石積み護岸を設置するなどの対応が行われてきた。 

このような状況の中、浜崎漁港海岸での海岸侵食による高潮等災害の危険性増大

や海水浴・観光等の海岸利用への影響などから、地元から侵食対策を求める声が高

まり、県議会でも取り上げられた。 

しかし、唐津湾海岸の管理が県（農山漁村課、港湾課）と唐津市（水産課)に分

かれており、部分的な養浜が実施されるなど、それぞれの管理者毎に対症療法的な

対策が行われるに留まり、唐津湾海岸全体を捉えた調査や根本的な対策の実施がな

されてこなかった。 

このため、海岸侵食が問題となっている唐津湾の西ノ浜海岸、東ノ浜海岸および

浜崎漁港海岸について、海域全体を捉えた海岸侵食対策調査を行うことにより、県

民の安全安心の向上と景勝地である虹ノ松原一帯の海岸保全に繋げるため、学識者

からなる唐津湾海岸侵食対策調査検討委員会（以下、「検討委員会」という。）が設

置されるに至った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 唐津湾海岸と海岸区分 
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検討委員会は、海岸侵食対策を検討するために必要となる調査方法や侵食要因の

特定、シミュレーションモデルの構築、対策方法等について適宜必要な意見や助言

を行うことを目的としている。 

海岸侵食の実態と要因を把握し、海岸侵食の対応策を検討するに当たり、調査対

象海岸を便宜上４地区（図 1）に分けた。それらは、西から「西ノ浜海岸」、「東ノ

浜海岸」、「海岸中央」、「浜崎漁港海岸」と呼ぶ。 

侵食対策については、その目標を各地区に応じて「海岸線の維持」、「海岸線の回

復」の 2つに分けて設定した。海岸線の回復では海岸侵食が問題となる以前の平成

12 年（西暦 2000 年）頃を目標とし、科学的な見地から「１．対応策」、「２．モニ

タリング手法」等の方法について、実現可能な海岸侵食対策工を幅広く検討し、こ

こに提言としてとりまとめた。 
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1. 西ノ浜海岸 

(1) 現状と課題 

  西ノ浜海岸は、昭和 40 年代に大きく侵食が発生したため、昭和 58 年に海岸沖

に離岸堤（直轄事業）が整備され、その後、県営事業（海岸環境整備事業）にて

養浜が実施されるなど砂浜の復旧（図 1-1）がなされてきた。 

砂浜の復旧によって、最近では海水浴や花火大会、ビーチバレーボール大会等

砂浜を利用した各種イベントが開催されるに至っているものの、海岸中央の汀線

が後退し、両端部では砂浜が堆積傾向にあるなど、海岸線の変化が生じている。 

 

       
 

 
図 1-1 西ノ浜海岸の航空写真解析による汀線の変化 
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(5) 経過観測（モニタリング） 

  汀線変化を確認するため、以下の項目／頻度（図 1-4）にて実施する。 
・汀線測量：４測線／対策前、１年後、２年後、３年後、５年後 
・深浅測量：４測線／対策前、１年後、３年後、５年後 
・粒度分析：１箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
※ただし、急激な海岸線の変化が認められた場合には、観測頻度をその都度

見直すものとする。 
※なお、「対策前」とは、この地区の海岸における対応策は経過観測であるの

で、他地区の海岸で行われる大規模な構造物の設置などの対策が実施され

る前を示し、「1年後」等は、その対策が設置された後、「1年」等を示す。 

 

 
 

図 1-4 経過観察（モニタリング）位置 
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(5) 経過観測（モニタリング） 

  汀線変化を確認するため、以下の項目／頻度（図 2-7）にて実施する。 
・汀線測量：１２測線 

／対策前、対策後、半年後、１年後、２年後、３年後、５年後 
・深浅測量：４測線／対策前、１年後、３年後、５年後 
・粒度分析：１箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
・底生生物調査：１箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
※ただし、急激な海岸線の変化が認められた場合には、観測頻度をその都度

見直すものとする。 

 

 

 
図 2-7 経過観察（モニタリング）位置 
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(4) 対応策 

  汀線変化予測計算では侵食傾向となったが、前述したように、その侵食量は最

大で 9ｍ程度（図 3-4)であること、現在砂浜の幅が 50ｍ以上あること、4.(4)で

後述する浜崎漁港海岸での海岸侵食対応策により、侵食が防止される可能性があ

ることなどから当面の間は、経過観測することが適当と判断した。 

 
(5) 経過観測（モニタリング） 

  汀線変化を確認するため、以下の項目／頻度（図 3-5）にて実施する。 
・汀線測量：４０測線 

／対策前、対策後、半年後、１年後、２年後、３年後、５年後 
・深浅測量：７測線／対策前、１年後、３年後、５年後 
・粒度分析：４箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
・底生生物調査：１箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
※ただし、急激な海岸線の変化が認められた場合には、観測頻度をその都度

見直すものとする。 

 

 

 
 
 

図 3-5 経過観察（モニタリング）位置 

 

   ：汀線測線（50～100m間隔） 

   ：深浅測量（500m間隔） 

   ：底質調査地点 

   ：底生生物調査地点 

モニタリング範囲 
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(3) 海岸の将来予測 

  玉島川からの流下土砂量が現状程度のままとした汀線変化予測計算では、30

年後に最大で約 20ｍ汀線が後退（図 4-4）することとなった。汀線から親水階段

護岸までの距離は 14ｍ程度であり、汀線後退の影響による親水階段護岸の安定性

に影響が及ぶ危険がある。 

 
 

    

図 4-4 浜崎漁港海岸の将来予測汀線変化 

 
  

 

20m 
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(4) 対応策 

  汀線変化予測計算から、以下に示すように海岸侵食とそれに伴う問題が推測さ

れる。 

・予測される侵食量が最大で 20ｍ程度であること 

・現砂浜幅が 14ｍ程度であること 

・侵食が進めば階段護岸の安定性に影響があること 

・海水浴場としての機能を失うこと 

以上のことから、対応策の目標として、海岸線の回復を図ることが適当と判

断された。 

 
対応策については、2000 年頃の汀線を復元目標（現況の汀線を平均約 30ｍ前

進）とし、次頁に示す汀線変化予測計算結果より、“突堤と養浜”を組み合わせ

る対応策で、養浜砂が突堤東側に堆積し、浜崎漁港海岸前面を前進させる効果

があることが確認された。また、養浜量を多くすることで突堤西側の汀線後退

が抑制されることも併せて確認された。 

汀線変化予測計算（表 4-1）によると、養浜年間 5,000ｍ3＋突堤 70ｍとした

場合、浜崎漁港海岸の汀線回復が図れるとともに、突堤西側での侵食も発生し

ておらず、効果的な対策と考えられることから、【汀線の回復】については養浜

年間 5,000ｍ3＋突堤 70ｍとした。 

 

   【汀線の回復】（推奨案） 

養浜年間 5,000ｍ3＋突堤 70ｍ 

 

しかし、唐津市によるこれまでの養浜実績から、玉島川河口における堆積砂

採取可能量は、年間 1,000ｍ3～2,500ｍ3程度となっている。 

このため、順応的な海岸管理の初期段階としては、年間 2,500ｍ3の養浜を行

うことを初期対応策案とする。 

 
【初期対応策案】 

   養浜年間 2,500ｍ3＋突堤 50ｍ 

 
   養浜工を実施する上で重要な点を以下に示す。 

・基本的には、【初期対応策案】において養浜砂は玉島川河口の堆積砂を用い

ることになるが、上記の養浜に必要な土砂量が確保できないときは、他の

方法により土砂量を確保することが肝要であるので、養浜砂を確保する方

策を検討すること 
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・【汀線の回復】を図る案においては、玉島川河口の堆積砂だけでは不足する

ことから、必要な養浜砂を確保する方策を検討すること。なお、この場合、

唐津湾海岸の砂の特性に十分留意すること 

・玉島川の河川改修事業等で発生する土砂は、可能な限り養浜砂として使用

すること 

・階段護岸から海岸の方向に流下する雨水により、養浜された海岸が著しく

侵食されているのが見られることから、何らかの雨水対策を検討すること 

 

   また、今後、より効率的な流下土砂の海岸への砂供給に繋げるため、玉島川

左岸側に整備されている突堤延伸部 40ｍの撤去を行うことも考えられる。ただ

し、撤去については河口閉塞等の問題が生じる可能性もあることから、実施に

際しては、モニタリングをとおした状況確認が必要であるとともに、河口部を

対象とした詳細な数値シミュレーションを行い、その効果と河口閉塞の問題を

確認することが必要である。 

   さらに、想定をしていない要因により対応策による汀線の回復が図れない場

合には、既設親水護岸をセットバックさせ、海岸侵食に対するバッファゾーン

を確保する方策を検討プラン案には残しておくこととする。 
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(5) 経過観測（モニタリング） 

  汀線変化を確認するため、以下の項目／頻度（図 4-5）にて実施する。 
・汀線測量：１９測線 

／対策前、対策後、半年後、１年後、２年後、３年後、５年後 
・深浅測量：３測線／対策前、１年後、３年後、５年後 
・粒度分析：４箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
・底生生物調査：１箇所／対策前、１年後、３年後、５年後 
※ただし、急激な海岸線の変化が認められた場合には、観測頻度をその都度

見直すものとする。 

 

 
図 4-5 経過観察（モニタリング）位置 

 
 
 
 
 
 
 

   ：汀線測線（50～100m間隔）

   ：深浅測量（500m間隔） 

   ：底質調査地点 

   ：底生生物調査地点 
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調査項目 対策前 対策後 半年後 １年後 ２年後 ３年後 ５年後

－汀線測量
浜崎海岸
を中心

７５測線
● ● ● ● ● ● ●

－深浅測量 １８測線 ● ● ● ●

●粒度分析 １０箇所 ● ● ● ●

●底生生物調査 ３箇所 ● ● ● ●

(2) モニタリング 

唐津湾海岸におけるモニタリングとして、日常的な海岸踏査に加えて、経年的

な海岸地形の変化および対策による地形、底質、環境の変化を把握する必要があ

る。 
このため、浜崎漁港海岸における今後の突堤による対応策の実施を考慮して、

汀線・深浅測量を基本的な調査項目（図 5-3）とし、底質調査、底生生物調査に

ついて対応策前後に実施する。 
なお、海岸中央については対応策実施後の急激な海岸線の変化が認められた場

合は、虹ノ松原の松への影響について考慮する必要があることから、地下水位、

塩分等の調査を行うことも考えられる。 
  モニタリング調査の結果検討にあたっては、学識者を交えた検討会(別途設置)

にて検討をおこなうこととし、1，3，5年後を目処に開催ものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-3 唐津湾海岸のモニタリング位置図 

   ：汀線測線（50～100m間隔）

   ：深浅測量（500m間隔） 

   ：底質調査地点 

   ：底生生物調査地点 
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オペレーター (音響測深機 )

海底

(3) モニタリング方法 

1) 汀線・深浅測量 

海岸の侵食状況を把握するうえで、海岸、海中の測量を実施して、地形変化を

調査することは最も重要である。唐津湾海岸では本調査において深浅測量、汀線

測量を実施し、その経年的な変化を把握してきた。 
特に今後予定されている対策案については構造物の設置によって漂砂傾向が

変化することが予想されるため、対策工実施海岸となる浜崎漁港海岸では詳細な

測量が求められる。 
深浅測量は今回実施されたように、音響測深機による方法を用いる。なお、近

年では高精度の測深技術としてナローマルチビームによる測深法が開発され、海

底が複雑な領域や構造物の形状などを正確に捉えることが可能となってきており、

今後、活用も期待される。 
汀線測量は通常の陸上からの水準測量になる。また、これとは別にマルチコプタ

ー等による空撮をおこない海岸線の変化を確認することも有効な手立てとなるため、

予算の許す範囲で実施を検討すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 
 

2) 底質調査 
底質調査は、海浜を構成する底質の粒度組成や移動状況、波による底質の

分級状況を把握することを目的として行われるものである。 

唐津湾海岸ではこれまでも沖を含む西の浜地区から東の玉島川までの範

囲で底質調査を実施しているため、経年的な変化を把握することが可能であ

る。特に今後予定されている対応策案では構造物の設置によって粒度が変化

したり、養浜砂により粒度が変化することも予想されるため、対象となる浜

崎海岸地区では詳細な調査が必要である。 
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唐津湾海岸侵食対策調査検討委員会 

委員名簿 

 

委 員 長   小島 治幸  九州共立大学 名誉教授 

副 委 員 長   柳  哲 雄  九州大学 名誉教授 

委 員   田 中  明  佐賀大学 名誉教授 

        松永 信博  九州大学 教授 

        清野 聡子  九州大学 准教授 
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検討経緯等（委員会とワークショップ） 

 
平成 26 年 1 月 20 日  第 1 回委員会 

            ・「唐津湾海岸侵食対策調査検討委員会」について 

            ・唐津湾海岸侵食の現状について 

            ・調査、検討の進め方について 等 

平成 26 年 5 月 27 日  第 1 回ワークショップ 

            ・海岸、砂浜の状況について 

            ・唐津湾の海の状況について 等 

平成 26 年 9 月 2 日  第 2 回委員会 

            ・平成 25 年度調査結果報告 

            ・海浜変形の要因推定について 

            ・今年度調査内容の確認 

・今後の予定について 等 

平成 26 年 10 月 28 日  第 2 回ワークショップ 

            ・調査結果と侵食要因の推定について 

            ・今年度の取組と予定について 等 

平成 27 年 3 月 27 日  第 3 回委員会 

            ・調査結果報告 

            ・シミュレーションモデルの再現について 

・今後の予定について 等 

平成 27 年 8 月 5 日  第 4 回委員会 

            ・調査結果と侵食要因の推定について 

            ・今年度の予定について 等 

平成 27 年 8 月 31 日  第 3 回ワークショップ 

            ・調査結果と侵食要因の推定について 

            ・今年度の予定について 等 

平成 27 年 12 月 22 日  対策工検討会 

            ・侵食対策工法検討について 等 

平成 28 年 2 月 15 日  第 4 回ワークショップ  

            ・侵食対策工法およびモニタリング手法について 等  

平成 28 年 2 月 15 日  対策工検討会 

            ・侵食対策工法の確認について 等  

平成 28 年 2 月 19 日  第 5 回委員会 

            ・海岸侵食対策工について 

            ・モニタリングについて 等 


